
東京大学大学院教育学研究科

発達保育実践政策学センター

公開シンポジウムに

ようこそおこし下さいました。



Cedepは、

子ども・保護者・

保育者・社会の幸せ
を追究し、

保育・幼児教育の充
実と保育を通した社
会のイノベーション
と文化を創造する

調査研究を行ってい
ます。



子Ｌａｂｏ Collaboration
子どものために集い探究し協働協創する

あらゆる最先端の

学術の知を活かし

学術による分析検証

新たな学問の生成

保育をめぐる社会の

課題解決にむけて

社会の多様な声を

聴き取り

豊かな子育ち子育て

社会の実現の創造

知の協創



りょう

子どもに関わる産官学協創プラットフォーム

企業 研究
者

国

自治
体

実践する
子どもにとって良質

な
活動を実践する

ＣＥＤＥＰ
保育・幼児教育
子育て支援施設

今を生き）、未来をつくる子どもたちを育む良質な環境・経験と
はどのようなものか？

集う
子どもと親、保育者、
地域や企業の人々、
研究者が集い、
対話する

デザイン・
開発する

子どもにとって良質
な環境・経験を

デザイン・開発する

研究・発信する
子どもにとって良質
な環境・経験につ
いて研究し、成果を

発信する

地
域

子どもをめぐっ
て人々が、
出会い、

対話し、育ち合
う場

良質な保育環
境・活動の開発・
実践・研究
の場

共に考え、創造する

親
保育
者

子どもが

生き生きと
活動し
育つ場



“子育て親塾”（㈱日本共同システム）



写真：㈱日本共同システム
みずほフィナンシャル
グループ提供



長期縦断研究

乳幼児(0～5歳) 小学生・中学生・高校生(6～17歳)

東京大学大学院教育学研究科附属 東京大学社会科学研究所

●0歳児の親子5,000組から開始して、18歳（高校卒業）に至るまで、
成長を追跡して調査

※子どもの育ちの連続性の観点 親の育ちとワークライフバランスの関連

ボードメンバー



大規模調査に際し、多くの保育者、園長、
団体、自治体の皆様のご協力を得ました
ことを心より感謝御礼申し上げます。
そして本シンポが実りある時間となりま
すことを願っております。


